
 

 

～教育コンテンツとしてのドイツ～ 

フェリス女学院大学高雄綾子准教授のご講演を 

お聞きして 

理事 佐藤 恵美 

まだ残暑の厳しい９月21日（土）、

関内にある技能文化会館にてフェ

リス女学院大学でドイツ語授業を

担当されている高雄綾子先生のご

講演がありました。 

当会は名前の通りドイツやドイ

ツ語に興味関心の高い会員の集ま

りです。ある意味では大学の授業のように、皆さんが先

生のお話に熱心に耳を傾けていらっしゃいました。昨今

の大学でのドイツ語やドイツ文学の地位の低下は一抹

の寂しさとともに認識してきた事実です。第二外国語が

必修ではなくなる大学もある中で、先生がどのようにし

て学生達にドイツ語を学ぶモチベーションを持つよう

努力されているか、とても興味深いテーマでした。 

ご講演には同大のドイツ語インテンシブコース卒業

生で、現在はビジネス界でご活躍の谷内さん、小暮さん、

そして在校生の大久保さん、畑中さんもご参加され、若

いエネルギーを感じる時間でもありました。 

前半のサブテーマは「日本の大学とドイツ語」で、「ド

イツ語入門」と「基礎演習」についてご説明いただきま

した。 

まず、フェリス女学院大学では、新入生が英語以外の

二つの外国語に触れる「初習外国語入門」という制度を

維持しています。ここで、フランス語や韓国語など最近

の学生に人気の外国語がある中で、いかに「ドイツに興

味を持ってもらうか」、そして「ドイツの魅力」を伝え、

第二外国語として専攻してもらうか。または、ドイツ語

が新しい言語体験を広げていくことに貢献できるか、と

いう点に苦心している様子が紹介されました。 

旅行や音楽、クリスマスマーケットや、地名や人名に

ドイツ語が多用されている大ヒットアニメを取り上げ

る。ドイツ映画を観てもらい感想や聞き取れた単語を質

問する。また、馴染んだ英語との関係を示すことで学生

に安心感を与えるなど、工夫をされているそうです。 

その先の「基礎演習」では、必ずしもドイツ語専攻で

はない学生たちが、１０個の日独のライフスタイルに関わ

るテーマから好きなものを選びワークショップ形式で

調べて発表する、という授業を行っています。たとえば

【ワークライフバランス】というテーマでは、「ドイツ人

が余暇を楽しむのに比べ、日本人は現実逃避として余暇

を使っているのではないか。」といった意見や、【ファッ

ション】や【買い物】では、「ドイツ人は環境のために古

着やバラ売りを好むが、日本人は衛生観念が強いので好

まない。」といった意見が学生から出たそうです。 

面白かったのは【食文化】のテーマで、スターバックス

でミルクを豆乳などにカスタマイズする時に、日本は有

料だがドイツでは無料。それはドイツではベジタリアン

が多いから、という学生自身の観察でした。そのような

取り組みから、学生も訪れたことのないドイツの文化を

自分なりに咀嚼し、日本とどのように違うのかを説明で

きるようになったと考えているようです。これは大きな

成果です。 

このようにドイツを通じて、より豊かな文化経験をし

てもらうことを、先生は目標の一つにしていらっしゃい

ます。 

第二外国語をめぐっては、大学での第二外国語必修廃

止の背景に、文法や読解が中心の授業が多く、実際に使

えるようにならないという批判がありました。しかし第

二外国語には、多言語間の共通性を見つける楽しみとい

う利点もあります。文法は暗記するだけのものではなく、

母国語や英語の知識に加えて、世界を立体的に捉えるた

めの杭でもあります。ここで、ヨーロッパ言語共通参照

枠（CEFR）が提唱する、部分的な能力でも文化との関係

とコミュニケーション能力を重視する「複言語主義」が、

第二外国語を捉えなおす際に参考になるのではないか

というお話になりました。 

後半は卒業生のお二人が、ドイツ留学で感じた歴史を

現地で知る大切さや、人種の違いに関する違和感を批判

的思考の重要性に昇華したお話。音楽とドイツ語を通し

てドイツ人作曲家の生きた時代・文化・背景をリアルに

捉えることができ、「知ろうとすることの大切さ」を学ん

だお話をされ、その強くしなやかな言葉に感銘を受けま

した。また、お二人の在校生は、ドイツ語インテシブコ

ースの楽しさを動画で紹介し、ドイツ語で視野が広がっ

たことや自分たちで作っていく能動的な授業で充実し

ていることなどを話してくださいました。 

高雄先生の４人の教え子が、皆さん活き活きとして楽

しく積極的に活動していらっしゃる様子が聞いている

私たちも元気にし、日本の未来にも明るさを感じること

ができました。このようなご講義を受けてみたい！とい

うのが私達聴衆の一致した感想です。日々学生達のこと

をお考えになり、より効果的なご講義を研究される日々

は大変だと思いますが、若い世代のために今後もますま

すご活躍いただきたいと思います。 

高雄先生、素敵なご講演をありがとうございました。 

 

 

 


